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2Ea－2 諏糖の過剰摂取がマウスの学習能力に及ぼす影響

作陽短大　○小野謙二　　美作高　百済芳郎

ノートルダム清心女大家政　宮田義昭

食　　物

＜目的＞　マウスに頭糖を過剰に投与した場合，マウスの記憶学習あるいは記憶保持能力

にどのような影響を及ぼすか，につき実験を行った.

＜方法＞　　2路選択肢の片側先端に給水びん（水または糖液入り）を装着したY字型通路

をマウス飼育箱（固型配合飼料投与）に接続し，マウス（Jcl:ICR）の求水行動を，選択

通路の左右それぞれに付した通行回数自動記録装置によって計測し，解析を加えた.

＜結果＞　まず，上記の２路選択装置が，マウスの求水行動径路に関する記憶性をどの程

度判定できるか，につき多数回実験した結果，正解通路の選択率が全通行回数の60％を越

えたとき，径路学習はほぼ成就したと見なすこととした．このような基準に照らすとき，

ルクスの通路選択能力（学習能力）は1 薦糖溶液供与によって明らかに低下することが判･

明した．すなわちy 薦糖低濃度で長期間（例:　＼％液iz週間, 5％液10週間）または高濃

度で短期間（例:10, 20％液各2週間）飼育したマウス（吉，♀）では，対照（水供与）

群に比し学習能力は低下した．しかも, いったん求水経路を記憶し,たマウスでも，その後

の頭糖供与により，記憶径路の忘却が促進された．

　このような薦糖投与マウスにおける学習能力低下の原因を解明するため，さらに種々の

実験を行った．その結果，このような学習能力の低下は，主として，マウスのmm摂取過

剰による摂餌量の低下から，炭水化物以外の栄養素の摂取不足に起因すること，さらに，

血糖値の変動にともなうカテコールアミンの消長が関係すること等が推知された．

2Ea－3
コラーゲン由来ペプチド（')キッド・発酵コラーゲン・ペプチド；　L C P）の栄養・生

理機能特性　（第一報）
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河野食品研；　河野友美　山口米子，　新田ゼラチン（株）　；　芳山恵則　梶原葉子

＜目的＞　コラーゲンをパインアップル果汁中のプロメラインにより低分子化した後、酵母発酵処理

により芳香性を持たせた低粘度・液状のコラーゲン由来ペプチド（リキッド・発酵コラーゲン・ペプ

チド; LCP,新田ゼラチン（株）開発）を用いて、その蛋白栄養源としての利用のみならず、生理活

性ペプチドとしての可能性を調べてみることにした。未だ予備実験の段階ではあるが、幾つかの知見

が得られたので報告する。

＜方法＞　1）3 週齢のfistar系ラットに14Xcasein食（C群）.又は、その半量をLCP又はゼラチ

ンで置換した餌（LCP群, Ge群）を与えて12週齢まで成長観察を行った後、屠殺して一般血液性状検

索を行った。　2）5週齢のDonryu系ラットに24時間絶食後、アスピリン（200mg/rat）を強制投与し

て実験潰瘍を起こさせ、この前後に3.75X LCP 溶液又はz%ゼラチン溶液を自由摂取させて、胃粘膜病

変の剖検及び組織検索を行った。　3）SHE （高血圧自然発症ラット）に12週齢より25週齢まで市販

固型食（CE-2）及び3.75X LCP 溶液を自由摂取させ、血圧をtail cuff 法により測定し、水を与えたCO

ntrol群と比較した。＜結果＞　1）C群に比べLCP群、Ge群共に成長は遅れ、血中蛋白濃度は有意

に低下したが、8 週齢時の飼料効率、12週齢時のH t値, r b c, wb c数, Hb濃度、補体溶血価

等には、各群間に殆ど差はなかった。2. 3）LCP液摂取により、実験的急性胃粘膜病変及びSHE

の血圧上昇が抑制される傾向が観察された。
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